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２
０
２
４
年
７
月
15
日
（
月
・
休
） 

前
日
か
ら
の
雨
の
影
響
で
、
朝
か
ら
宇
部
線
は
運

休
。
遠
く
か
ら
来
て
く
だ
さ
る
方
々
の
心
配
を
し
な

が
ら
、
会
場
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。 

会
場
準
備
中
も
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り…

時
に

激
し
く
降
る
中
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
カ
ッ
パ
を
着
て
作

業
。 せ

っ
か
く
テ
ン
ト
に
受
付
設
置
し
て
も
、
雨
が
吹

き
込
み
テ
ー
ブ
ル
が
濡
れ
る
の
で
、
物
を
置
く
の
も

一
苦
労
。
並
べ
た
椅
子
も
濡
れ
て
し
ま
う…

。 

 

午
前
中
予
定
さ
れ
て
い
た
山
陽
小
野
田
市
の
サ
ビ

エ
ル
高
校
と
韓
国
昌
原
竜
湖
高
校
と
の
「O

N
E

-

D
A

Y
 A

C
T

IO
N

」
は
残
念
な
が
ら
中
止
。 

 

そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
、
韓
国
か
ら
の
訪
問
団

31
名
が
到
着
さ
れ
た
。
ま
だ
、
坑
口
付
近
の
準
備
中

で
は
あ
っ
た
が
、
訪
問
団
の
時
間
の
都
合
で
、
急
遽

井
上
洋
子
共
同
代
表
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ

た
。 

 

韓
国
か
ら
の
訪
問
団
の
方
々
は
、
雨
の
中
だ
が
、

予
定
通
り
祭
事
を
執
り
行
い
、
手
作
り
の
花
を
一
本

一
本
手
に
持
っ
て
追
悼
碑
に
捧
げ
て
く
だ
さ
っ
た
。

元
副
総
理
尹
徳
弘(

ユ
ン
ト
ク
ホ
ン)

氏
や
大
韓
弁
護

士
会
の
崔
鳳
康
（
チ
ェ
・
ボ
ン
テ
）
氏
を
始
め
訪
問

団
参
加
者
の
挨
拶
、
僧
侶
の
読
経
、
舞
踏
家
（
パ
ク
・

ジ
ョ
ン
ヒ
さ
ん
）
の
祈
り
の
舞
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
あ
っ
た
。
若
干
時
間
を
押
し
て
、
私
た
ち
の

集
会
開
始
。
こ
の
時
に
は
朝
か
ら
の
雨
が
嘘
の
よ
う

に
止
ん
で
い
た
。 

 

集
会
は
①
「
刻
む
会
」
あ
い
さ
つ
（
井
上
洋
子
共

同
代
表
） 

②
大
韓
弁
護
士
会
・
日
帝
被
害
者
人
権

特
別
委
員
会
募
金
贈
呈
式 

③
韓
国
訪
問
団
の
挨
拶 

④
大
椿
ゆ
う
こ
参
議
院
議
員
挨
拶 

⑤
安
田
浩
一
さ

ん
激
励
挨
拶 

⑥
群
馬
か
ら
石
田
正
人
さ
ん
激
励
挨

拶 

⑦
工
事
請
負
業
者
の
紹
介 

⑧
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
開
始
宣
言 

⑨
韓
国
遺
族
会
会
長
挨

拶 

⓾
日
韓
高
校
生
ア
ピ
ー
ル 

⑪
坑
口
を
開
け
る

よ
う
！
コ
ー
ル
と
続
い
た
。 

集
会
が
終
了
し
、
坑
口
ひ
ろ
ば
へ
移
動
し
、
清
掃

活
動
。
こ
の
頃
に
は
そ
れ
ま
で
の
天
気
は
一
転
し
、

日
が
差
す
状
況
に
な
っ
た
。 

 

坑
口
付
近
へ
行
く
に
は
、
海
岸
道
路
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
近
い
の
だ
が
、
海
岸
道
路
と
の
間
に
元
炭
鉱

主
の
子
孫
が
所
有
す
る
土
地
が
あ
り
、
今
回
の
集
会

に
先
だ
っ
て
、
そ
こ
の
通
行
を
お
願
い
し
た
が
、
拒

刻
む
会 

 

た
よ
り

 

 

    

長
生
炭
鉱
の

“
水
非
常

”
を
歴
史
に
刻
む
会 
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メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
変
わ
り
ま
し
た 

 
 

 

2024 年 8 月 8 日 

日 

NO.93 

 

7.15 スタート集会 

日韓市民が 170 名結集！ 

HPのQR 
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否
さ
れ
た
た
め
、
韓
国
か
ら
来
日
し
た
ご
遺
族
が
集

会
開
始
前
に
も
再
度
の
お
願
い
に
伺
っ
た
の
だ
が
、

許
可
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
回
り
し

て
線
路
沿
い
の
細
い
道
か
ら
中
に
入
っ
て
行
く
と
い

う
手
段
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
追
悼
ひ
ろ
ば

か
ら
歩
い
て
坑
口
ま
で
15
～
20
分
程
度
。
坑
口
周
辺

は
雑
木
が
生
い
茂
っ
て
お
り
、
何
と
か
道
を
作
り
通

れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
が
、
そ
の
道
が
雨
で
か
な
り

浸
水
し
て
い
て
、
く
る
ぶ
し
の
上
辺
り
ま
で
溜
ま
っ

て
い
る
場
所
も
あ
り
、
長
靴
で
な
け
れ
ば
通
れ
な
い
。

前
日
に
、
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
ビ
ニ
ー
ル
の
靴
カ

バ
ー
を
入
手
し
て
、
参
加
者
に
配
布
。 

 

蒸
し
暑
い
中
、
１
０
０
名
も
の
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
一
生
懸
命
作
業
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
本
当
に
心

か
ら
感
謝
！ 

 

翌
日
、
宇
部
緑
橋
教
会
に
て
、
韓
国
遺
族
会
と
共

に
記
者
会
見
を
行
い
、
そ
の
後
、
井
上
洋
子
・
佐
々

木
明
美
両
共
同
代
表
が
宇
部
市
へ
工
事
通
告
書
を
持

参
し
、
手
渡
し
た
。 

 

こ
の
集
会
に
至
る
ま
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
準
備
に
伴
い
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
を
呼
び
か
け
て
協
力
者
を
募
っ
た
。

総
会
か
ら
１
か
月
弱
の
間
に
５
２
５
名
も
の
サ
ポ
ー

タ
ー
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
た
（
Ｐ
６
、
７
参
照
）
。

こ
の
方
々
に
は
、
坑
口
付
近
の
土
地
の
問
題
（
Ｐ
５

参
照
）
に
つ
い
て
も
示
し
た
上
で
の
登
録
で
、
こ
れ

だ
け
の
方
々
が
名
を
連
ね
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
本
当

に
心
強
く
あ
り
が
た
か
っ
た
。 

 

坑
口
を
開
け
る
と
い
う
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

本
当
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
と
も
皆

さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
支
援
が
不
可
欠
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                
 

 

韓
国
訪
問
団
儀
式 

HPスタート
集会のQR 
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井上洋子共同代表 

群馬より石田正人さん 

韓国遺族会会長 楊玄 

上田慶司事務局長 

大椿ゆうこ参議院議員 
安田浩一さん 

久保武智さん 

森法房さん 

日韓若者アピール 

大韓弁護士会・日帝被害者人権特別委員会募金贈呈式 
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朝の雨が嘘のような晴天！ 

100 人もの参加者が汗だく

になりながら清掃活動！ 

ありがとうございます！ 

7 月 16 日 記者会見及び宇部市への通告 

7 月 16 日、韓国遺族会と共に記者

会見。 

その後、宇部市へ工事通告書を持

参しました。 

8 月までの期限で異議申し立てあ

れば申し出てくださいと伝えてい

ます。 

（通告文はｐ５） 

HP記者会見
のQR 
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宇部市へ提出した通告書 
① 

② 

③ 

通告文
QR 
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クラウドファンディングサポーター登録 7 月 13 日現在 525 名のサポーター 
  
●北海道／殿平善彦（一乗寺） 宮本嗣久 金澤和美 河村正人・河村隆子(元瀬棚フォルケホイスコーレ)   
河村牧子・河村みどり(コーシェリー925)  表政治  小林久公(強制動員真相究明ネットワーク)  李相勁  
●岩手／村田友裕（写真家／大船渡）  古内嘉典（大船渡市芸術文化協会事務局長）    
●福島／木村紀夫（一般社団法人大熊未来塾）    
●茨城／関谷和子 呉充功（映画監督）   
●群馬／石田正人（自治体職員採用の国籍要件を考える会）    
●埼玉／寺田和弘(記録・ドキュメンタリー映画「生きる／大川小学校津波裁判を闘った人たち」監督)  筒井哲朗(一般社団法人シェア•ザ•プラネット代
表)  荻原みどり（高麗博物館）  三宅宗議（鵲の会） 小林香（サファ） 寺尾光身（名古屋三菱・朝鮮女子勤労挺身隊訴訟を支援する会） 奥村律子   
●千葉／安田浩一（ジャーナリスト）  若谷政樹 成山昌夫 大野博美・伊藤とし子（市民ネットワーク千葉県）  五十嵐智美（さくら・市民ネットワー
ク） 滝桂子 秋本のり子 工藤鈴子（社会民主党千葉県連合） 河井章子（韓国の原爆被害者を救援する市民の会） 柴崎裕 藤岡美恵子 御園生 
●東京／山本直好（日本製鉄元徴用工裁判を支援する会） 笹尾純 吉祥眞佐緒 保田千世(ノーハプサ)  山本利明（刻む会） 福島尚文(OB 記者)  森次
一嘉(野島合宿 OB)  矢野秀喜(強制動員問題解決と過去清算のための共同行動) 大野剛義 西中誠一郎 福田唯一（あつまれ辺野古＠関東） 加藤真（む
さしからの差別をなくす連絡会） 角南圭祐 りゃん・でりゅん（1923 関東朝鮮人大虐殺を記憶する行動） 岡田千枝子・戸田光子（高麗博物館） 室田
元美 金性済（日本和解と平和プラットホーム） 文聖姫（週刊金曜日） 本田雅和（ジャーナリスト） 崔善愛（ピアニスト） 金哲秀（朝鮮大学校） 松
原明 山本浩貴（いぬのせなか座） 遠藤努 内海愛子（新時代アジアピースアカデミー共同代表） 辻子実 川見公子（山西省・明らかにする会） 大橋
正明（PARC アジア太平洋資料センター共同代表・恵泉女子大学名誉教授）  工藤剛史（CLP Choose Life Project） 加藤裕子 山崎友記子（フリーラ
ンス） 石坂浩一（立教大学兼任講師） 岡本厚（ジャーナリスト、元「世界」編集長、元岩波書店社長） 浅野史生（弁護士） 李明光（無職） 遠藤芳
昭 柏木美恵子 浅井健治（週刊 MDS 編集部） キヨスヨネスク（横浜国立大学大学院都市イノベーションがくふ） 全東周・ちょんとんじゅ(弁護士、武
蔵国分寺法律事務所) 味澤俊治 昼間範子（日本カトリック正義と平和協議会事務局） 竹内良男 higuchi  .yuuichi （在日朝鮮人運動史研究会） 外村
大 齊木登茂子 佐々木想（自営業） 宮川康彦（弁護士） 宋知樺（留学同） 鈴木敏夫（元都立高校元都立高校教員） 
●神奈川／金平茂紀（ジャーナリスト）  平田賢一（大阪経済法科アジア太平洋研究センター）  川口重雄（丸山眞男手帳の会代表）  瀧柳みち代（鵲の
会） 大元麻美 當具かほり 新井英一（新井英一事務所）  今野耕太（日朝協会 事務局長）  
●長野／清沢康夫 森雅法 松原秀臣  
●新潟／伊藤知教 伊藤ひろみ  高橋華枝  
●富山／中川美由紀（不二越訴訟連絡会） 広村暁（コリアプロジェクト＠富山）   
●岐阜 矢野心平(医師) 下蔦義輔（真相究明ネット）  
●静岡／竹内康人 山梨通夫（山梨みかん山トラストファーム）   
●愛知／矢野マミー 笹原艶子   
●三重／宇恵悟 
●滋賀／景井（立命館大学）    
●京都／中村一成 中田光信(日本製鉄元徴用工裁判を支援する会) 大野玄道（大学院生） 金尚均(龍谷大学)  徳舛和宏（元宇部教会、丹陽教会牧師）  
野木香里 太田修  
●大阪／栗原佳子（新聞うずみ火） 渋江理香 百済マニ(東貝塚住宅の保存を求める会) 上田慶司 西尾慧吾 木村章子(戦没者遺骨を家族の元へ連絡会)  
豆多敏紀(平和と生活をむすぶ会) 森俊英（浄土宗僧侶） 李信恵（フリーライター） 若宮八十英 五十子幸光 空野佳弘（弁護士） 門田耕作 青栁林
(真宗大谷派速成寺)  渡辺孝（カナダ９条の会） 楠木吉秀（部落解放同盟全国連合会）    
●兵庫／古川雅基(戦没者遺骨を家族の元へ連絡会)  飛田雄一（強制動員真相ネットワーク）  大塚正子   
●奈良／松本淳子 斉藤日出治（熊野・朝鮮から歴史をつむぐ会）    
●鳥取／一盛真（大東文化大学）  
●広島／北村めぐみ 吉川徹忍(日本宗教者平和協会)  山根努（8.6 ヒロシマの集い実行委員会）  夏原信幸(教科書ネットひろしま) 西森邦子  ひろ
せケーナ（広島大学職員／元原爆資料館職員／韓国の原爆被害者を救援する市民の会）  多賀俊介（韓国の原爆被害者を救援する市民の会広島支部）  
●山口／川口泰司（一社・山口県人権啓発センター事務局長） 鍬野保雄（日本とコリアを結ぶ会・下関） 山内弘恵・ 井上洋子・佐々木明美・ 松元一也・
浅田徹・金静媛・藤本一規・宮本輝男・木村道江 (刻む会)  まゆママ・沖田美保・須原志保・宮路綾子・あやこ・ナナコ・河村ママ・河村パパ・平野 BaBa・
武波淳子・ビッキーママ (BIYP)  品川百合愛・田中けんと・FUKA(BIYPOBOG)   Fumy・石田とまと・吉安輝修・なると・森法房(人間いきいき研究
会)   森次美代子・森次正明・大井美恵子（野島合宿保護者） 森次祐嘉(野島合宿 OG)  ともなつママ・田中真里・白石つぶら（チビボラ北海道）  田
村良次（クマゼミ） 西村理恵（ひびきの森） 曽我隆（スバナビルダー） 野口美奈子・柏田直人・錦織豊・泉信太郎・中野聖那・梅岡克典・
大曲信介・大曲多佳子・酒井めぐみ・川田康二・ジュリーローズ(サビエル高校)  吉本周代  浦上光  百済小雪 ZENKEN まき 井上千代子 中村祥
晴 中村淳子 徐スズキ麻弥 木村和彦 古賀明江 三浦翠 大久保雅子（西京シネクラブ） 佐藤正章（会社員） 姜潤華  呉栄哲 李春芽 曹喜哲 高
麗心 盧仙花 徐寿花  呉日順 趙真珠 中井淳（カトリック神父） 権和仙（時間講師） 朴成徳 李禎大 崔泰順 岡本太一（長周新聞社） 柳井雅
春（年金受給者） 柳井道子（主婦） ゆう（高校生） 松下沙那 林笑美子（主婦） 安立裕子 中野貴久美 三藤美智子 河角勝子 堀江信夫 明田博 
明田恵子 寺中正樹（被曝二世の会） 河野一浩 武田尚文（宇部市役所） 松浦航介（自営業） 沈栄順 徐正吉（宇部市民） 金春江（宇部市民） 中
野克俊（農業） 中丸拓己（会社員） 波田泰隆（曹洞宗海翁寺） 松井かつみ 張美沙江 李春枝（パート）  金鮮順（パート）  松本真理子 久保たけ
とし（宇部市大工） 朴順子 呉愛子 田英淑 金貞子 李圭子 李実 大森郁子 松村すみ子 李秀福 松本恵 木佐木大助 河合喜代 三輪力也 中
嶋光雄（社民党山口県連合）  任智弘 
●愛媛 宮川眞一（医師） 
●香川／溝渕裕子（三木町議会議員）  
●高知／みち（ひとつ屋根のした） 恒石昌夫 恒石紀子 田邉佳香   
●福岡／内岡貞雄 泉琢磨(いきいきバングラ・医師)  小林知子 有田光希 りくママ（いきいき合宿保護者） 全俊明 吉栁順一（NPO 法人無窮花の
会） 花房恵美子 花房俊雄   
●長崎／鳥巣雄樹 
●大分／まこと(大学生)  
●宮崎／佐藤慎市・佐藤マリ子(土呂久鉱害被害者の会)  
●鹿児島／祝迫智子  
●沖縄／具志堅隆松(沖縄戦遺骨収集ボランティア・ガマフヤー) 立田卓也(ノーモア沖縄戦命どぅ宝の会) 島しづ子（うふざと教会） 西浦 稲葉博（沖縄
平和サポート） 知花昌一（真宗大谷派僧侶）  花崎由美子  佐藤利夫 小橋川共行 今井憲和  金城正好 祖慶真行 
（国内 301 名）   
 
●韓国／ク・カブス(遺族)  ク・メンニョ(遺族)  キム・ヒョンス(遺族)  キム・ジョンソク(遺族) キム・ソンギュウ(遺族)  キム・ヨンギ(遺族)  キ
ム・ジョンド(遺族) キム・ヘド(遺族)  パク・ジョンイル(遺族)  パク・テヨル(遺族)  イ・ジョンスン(遺族)  パク・ヒョンモ(遺族)  パク・ヒョン
ホ(遺族)  カン・イルホ(遺族)  ソン・ボンス(遺族)  ソン・ソクチョン(遺族)  ソン・ヨンギュウ(遺族)  ソン・ヨンスン(遺族)  ソン・ジョンミ(遺
族)  ソン・ジュンギュウ(遺族)  シン・ユンソク(遺族)  シン・ジェボン(遺族)  シン・チェファン(遺族)  シン・ジョンホ(遺族)  シン・ヨンギ(遺
族)  イ・キビョン(遺族)  ヤン・ヒョン(遺族)  ウ・チョルホ(遺族)  キム・チョンジン(遺族)  イ・チャング(遺族)  ソン・トクネ(遺族)  イ・サ
ンボン(遺族)  イ・ムヨンスン(遺族)  チョ・ミウン(遺族)  チョン・ギョンスク(遺族)  チョン・ファジャ(遺族)  ペク・ナムスク(遺族)  チェ・ヒ
ョンチョル(遺族)  ハン・ヨンジャ(遺族)  チェ・グムソク(遺族)  ホン・ウンピョウ(遺族)  チョン・ウナ(遺族)  ファン・ジョンべ(遺族)  ファン・
ジョンソン(遺族)  ファン・ジョンスル(遺族)  キム・ビョンミン(遺族)  キム・ドゥファン(遺族)  キム・ヨンチョル(遺族)  キム・グァンス(遺族)  
ナム・ヒソク(遺族)  パク・ケイチュウル(遺族)  ソン・ジェソク(遺族)  シン・ヒョンソク(遺族)  アン・ヨムドク(遺族)  アン・ジュングン(遺族)  
アン・テウォン(遺族)  イ・グァンソク(遺族)  イ・ソンジェ(遺族)  イ・ウェジャ(遺族)  チョン・ソッコ(遺族)  
崔鳳康（辨護士） 金英丸(民族問題研究所)  つつみみき チェダヘ  정 기숙（토요마당） 박정희（더불어민주당） 전영하(시민헌법학교) ソンソン     
キムヨンミン・ パクジョンソプ・キムビョンホ・ホンスンヘ・イジンウォン・ハンギョラン・ヤンミエ・パクヨンイン（AVAN-KOREA） 
シンヨンシク・パクヒジョン・キムミンソン・キムジヨン・ユンジヨン・パクウネ・ナムウヒョン・オムテイン・キムハジュン・ハヨンイン・シンウンシル
（KUMA）  
イミファ・ソンミョンギュン・キムミンウク・キムセジョン（HWAGOK）  
 李熙子 崔洛勛 朴進夫 董定男  朴南順 鄭倫炫（太平洋戦争被害者補償推進協議会）  
趙世烈  朴秀炫 姜東玟 金丞垠 李明淑 金慧英 柳姸榮 金世鎬（民族問題研究所） 
●ケニア／マガフ範子   
●コンゴ／マガフニャンジューラ  マガフダマス マガフ雄光  
●カナダ／安藤かがり Hasegawa,Sumi（退職マルギ大学専任講師）  乗松聡子（Peace Philosophy Centre） 
（海外 112 名） 
  
 
【中学生・高校生のクラウドファンディング・サポーター】    合計 112 名 （中学生・高校生はニックネームで登録しています）  
  
ももか・コロネ・めしおん・Daniel・Calros・Alexander・ほく・にくさき・ラン・ドスト・Ａｉ・一色・カレー・ライス・じょ・椿・うたひろば・ドラ
えもん・清春・稲葉・Near Eye・OPEC・アユミ・ラフマン・リボン・くま・ユア・ユキオトコ・べっぷ・りんご・ミカン・ぶどう・ぴ・いぬ・na・ゆな・
いちご・ねこ・とーこ・ミカン・ぺみたらし・あずあず・れいもい・くら・ふーじあ・えだおにぎり・ちーくん・さきもり・ひよりんご・いぶいぶ・はいど
ろじぇん・おきしでん・フローズンヨーグルト・う・もと・ぱんだ・ぶた・ねこ・チョンシャン・鹿魔ディアブロス・こあら・Tigin-・Ayn・ホワイトタイ
ガー・さかぐち・トウカ・プーさん・モッツァレラ星人・オウサンショオウオ・ちげ・ブラキディオス・ちくわ・ちわわ・非常食２世・ハイパー・マック・
２４５・あみ・キャサリン・ここみ・ちゃむ・うっちー・あ・Ｈａ・いー・Ho・みー・ ま・ネバールきゅん・ひよりんご・きのした・せあら・Ｍ・ふなっ
しー・もちゃ・さら・メロンパン・あんぱん・な・どんぶり・もちゃ・あや  （サビエル高校 102 名）  

マッキー・まゆ・みう・のあ・しほ・ ISSA・かなみ・おじい・BIKKY・ミッキー（BIYP 10 名） 

 

《後日追加》釜山聖母女子高校 444 名 

HPサポータ
ー登録一覧の

QR 
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１
．
開
催
日
時 

 

２
０
２
４
年
６
月
15
日(

土) 

14
時
～
16
時
30
分 

２
．
開
催
場
所 

 
宇
部
緑
橋
教
会 

３
．
出
席
者 

 
 

正
会
員 

１
２
８
名
（
議
案
書
の
通
り
、
５
月
12
日
現

在
）
の
と
こ
ろ
、
事
前
の
書
面
議
決
書
に
よ
る
出
席
28

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
２
名
、
実
出
席
22
名 

計
出
席

52
名
。
よ
っ
て
、
規
約
第
17
条
及
び
19
条
に
基
づ
き
総

会
の
成
立
を
宣
言
し
た
。 

傍
聴
者
９
名
（
実
出
席
７
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
２
名

に
て
参
加
。
議
場
に
は
か
り
傍
聴
を
了
承
さ
れ
た
。
） 

４
．
メ
ッ
セ
ー
ジ
お
よ
び
挨
拶 

韓
国
遺
族
会
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露 

５
．
審
議 

２
０
２
３
年
度
活
動
報
告
、
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監

査
報
告
、
規
約
の
一
部
改
正
、
役
員
選
任
、
２
０
２
４

年
度
活
動
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
て

承
認
を
得
た
。 

な
お
、
総
会
及
び
そ
の
後
の
運
営
員
会
に
て
役
員
人
事

が
左
の
よ
う
に
変
更
に
な
っ
た
。 

【
共
同
代
表
】
井
上
洋
子 

佐
々
木
明
美 

【
事
務
局
長
】
上
田
慶
司 

【
書
記
】
山
内
弘
恵 

【
運
営
委
員
】
浅
田
徹 

姜
昌
憲 

藤
本
一
規 

 

松
元
一
也 

宮
本
輝
男 

山
本
利
明 

李
秀
福 

【
会
計
監
査
委
員
】
木
村
和
彦 

時
田
洋
輔 

総
会
終
了
後
、
上
田
慶
司
新

事
務
局
長
よ
り
「
坑
口
を
開

け
よ
う
討
論
会
」
と
題
し
て

提
起
及
び
議
論
が
行
わ
れ
た
。

７
月
15
日
の
「
坑
口
を
開
け

よ
う
！
ス
タ
ー
ト
集
会
」
の

具
体
的
イ
メ
ー
ジ
や
、
そ
れ

か
ら
始
ま
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
向
け
て
の
サ

ポ
ー
タ
ー
登
録
の
こ
と
な
ど
、
宇
部
市
と
の
土
地
問
題
の

状
況
を
含
め
、
丁
寧
に
説
明
が
な
さ
れ
、
会
場
か
ら
も

様
々
な
意
見
が
あ
り
、
有
意
義
な
討
論
会
と
な
っ
た
。 

 

こ
れ
ま
で
長
年
事
務
局
長
を
担
っ
て
く
だ
さ
っ
た
小

畑
太
作
さ
ん
は
、
４
月
８
日
開
催
の
運
営
員
会
で
辞
任
を

表
明
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
と
て
も
残
念
で
す
が
、
硬

い
意
思
の
た
め
、
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
ず
、
後
任
に
つ
い

て
検
討
し
、
今
後
政
府
と
の
交
渉
が
大
き
な
課
題
に
な
る

こ
と
な
ど
を
鑑
み
、
12
・
８
政
府
交
渉
で
絶
大
な
手
腕
を

発
揮
し
た
上
田
慶
司
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
小
畑
さ
ん
献
身
的
な
働
き
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
規
約
上
、
事
務
局
長
が
会
計
及
び
資

料
管
理
な
ど
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
事
務

局
長
が
遠
方
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
規
約
を
改
正
し
、
こ

れ
ま
で
事
務
局
長
が
行
っ
て
い
た
役
割
を
分
担
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
計
は
東
京
在
住
の
山
本

利
明
委
員
が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

事
務
の
引
継
ぎ
作
業
を
、
集
会
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
な
ど
の
動
き
と
並
行
し
て
行
っ
て
い
る
た
め
、
会

員
等
の
皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ
と
混
乱
と
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
容
赦
下
さ
い
。 

 

活
動
日
誌(

前
回
た
よ
り
以
降) 

太
字
は
記
事
掲
載 

３
／

(

金) 

『
刻
む
会
た
よ
り

』
発
送
作
業 

３
／

(

木) 

韓
国
・
観
音
宗
追
悼
集
会 

４
／
８(

月) 

第
１
回
運
営
委
員
会 

４
／

(

水) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ
ト
に

対
す
る
抗
議
座
り
込
み
行
動
及
び
座
談
会
参
加(

山

口
市) 

４
／

(

火) 

宇
部
市
協
議 

５
／
８(

水) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ
ト
に

対
す
る
抗
議
座
り
込
み
行
動
及
び
座
談
会
参
加(

山

口
市) 

５
／

(

金) 

第
２
回
運
営
委
員
会 

真
相
究
明
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
会
議(z

o
o
m

) 

５
／

(

火) 

宇
部
市
協
議 

５
／

(

火) 

発
送
作
業 

宇
部
市
協
議 

６
／
４(

火) 

第
３
回
運
営
委
員
会 

６
／
９(

日) 

広
島
革
新
懇

 

６
／

(

水) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ
ト
に

対
す
る
抗
議
座
り
込
み
行
動
及
び
座
談
会
参
加(

山

口
市) 

６
／

(

土) 

第

回
定
期
総
会 

６
／

(

火) 

真
相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
会
議

(z
o
o
m

) 

６
／

(

水) 

宇
部
市
協
議 

６
／

(

日) 

母
親
大
会

 

７
／
９(

火) 

第
４
回
運
営
委
員
会 

地
元
チ
ラ
シ
配
布 

７
／

(

水) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ
ト
に

対
す
る
抗
議
座
り
込
み
行
動
及
び
座
談
会
参
加(

山

口
市) 

７
／

(

月
・
休) 

坑
口
を
開
け
よ
う
！
ス
タ
ー
ト
集
会 

韓
国
訪
問
団
に
よ
る
追
悼
儀
式 

７
／

(

火) 

記
者
会
見 

宇
部
市
へ
工
事
通
告
書
提
出 

７
／

(

木) 

ケ
ー
ブ
ダ
イ
ビ
ン
グ
伊
左
治
さ
ん
に
よ
る
ピ

ー
ヤ
調
査 

７
／

(

土) 

真
相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
集
会 

第
11

回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た 
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刻む会会計報告(2024年3月～2024年6月末まで)

一般会計 達成率は年度またぎのため算出せず

科目 23年度予算 期間実績 累計 達成率 備考

歳入

会費 580,000 313,300 0.0

寄付金(一般) 850,000 1,381,870

物販 33,000 17,300

うち証言・資料集 30,000 17,300 FWハンドブック他

うちその他 3,000

雑収入 4,000 30,000 大学より謝礼

前期繰越金 100,000 0

特別会計より繰入 0

合計 1,567,000 1,742,470

歳出

科目 23年度予算 期間実績 累計

事務費 40,000 29,743

広報費 350,000 67,990 会報誌印刷送料

会議費 72,000 181,876 交通費補助とzoom購読

追悼碑管理費 12,000

活動費 930,000 584,008

学習会 100,000 0

追悼集会 600,000 573,402 関連諸費用

その他活動 230,000 10,606

他団体会費等 40,000 35,000 真相究明ネットワーク他

雑支出 6,200 12,087

手数料 6,000 2,637 送金手数料ほか

その他 200 9,450

予備費 116,800

歳出小計 1,567,000 910,704

繰越金 0 831,766

合計 1,567,000 1,742,470

郵便振替口座残高 1,493,026 2024年6月末残高

【追悼碑特別会計】

収入 支出

科目 金額 備考 科目

繰越金 745,901 見取図更新 22,000

繰越金 745,901

合計 745,901 合計 767,901
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【寄付者一覧】（3月～6月） 

3月 29人、4団体 

岡野友紀 中清司 森光伸 馬嶋英子 福田紀子 京田一美 鎌田清 山内弘恵 増田文代 河合知義  

湧川静子 中繁清次 松井恵美子 麻野他郎 加藤真 駒田和幸 山本利明 新井朋行 長澤孝幸  

堀江節子 柳春菜 関口智恵子 鳥家治彦 長塚淑江 景井充  匿名4名 

鵲の会 人間いきいき研究会 立命館大学 観音宗有志 

 

4月 18人 

本吉真希 松本隆 栗原健 森次美代子 坂貞子 関谷陽子 篠田壮志 野崎律子 鎌田清 宮川悦子  

中村清志 小林昇 若谷政樹 都相太 匿名4名 

 

5月 6人 

徐根植 山本昌男 南澤道人 一條三子 島六三 匿名1名 

 

6月 53人、2団体 

関谷陽子 鎌田清 村上久義 福田恵一 鈴木忠実 武田隆雄 三浦翠 寺尾光身 藤本明美 勝原強 

坂貞子 今本陽子 横山正代 新井朋行 亀山英雄 石田正人 長塚淑江 落合紀久子 坂元洋祐  

リア・スミス 樋口洋一 熊野譲 浅野謙二 篠田壮志 林修二 市川真美恵 加藤真 上里恵子  

斎藤美代子 古賀明江 浅野他郎  岩本乾治 飛田雄一 内山新吾 長澤連三郎 徐根植 小林知子 

本吉真希 島村眞智子 井戸田康敬 利元克己 青木初子 宮里健 宮里伊佐子 宮里源治 宮里フミ 

岸本絢子 生田健 古川雅基 内岡貞雄 原田京子 御園生光治 大倉一美 匿名10名 

広島西区革新懇 全国連長野県連  

 

以上感謝をもってご報告いたします。引き続きのご支援をお願い申し上げます。  

 

なお、7月15日からクラウドファンディングを

開始しています。 

10月13日まで受け付けています。こちらにも

ご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

クラウドファ
ンディングの
ページQR 

目標800万円！ 

【遺骨収集等特別会計】

収入 支出

科目 金額 備考 科目

繰越金 993,569 行動費※※ 101,006

行動カンパ※ 0 繰越金 1,916,563

合計 993,569 合計 2,017,569

※坑口カンパを含め、一般会計の部の寄付金と合算して計上

※※交通費、チラシ等の作成費用



刻む会たより No.93 

- 10 - 

 

                               

                          
 

6 月 9 日(日) 広島革新懇 FW 

麻生平和ネットワークパネル展 
神奈川県麻生市でパネル展示をしてくださいました！ 

6 月 28 日～7 月 3 日 
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第
69
回
山
口
県
母
親
大
会 

６
月
30
日(

日) 
第
６
分
科
会
（
参
加
者
24
名
） 

宇
部
・
長
生
炭
鉱
～
加
害
の
歴
史
を
学
ぶ
～ 

              

♦
今
ま
で
何
と
な
く
し
か
知
ら
な
か
っ
た
長
生
炭
鉱
の

こ
と
で
す
が
、
今
回
た
く
さ
ん
の
韓
国
の
方
の
名
前

を
目
に
し
、
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聴
い
て
、
非

常
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
歴
史
を
知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
献
花
を
海
に
投
げ
た
と
き
、
花
が
波
に

乗
っ
て
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
海
中
に
残
さ
れ
た
方
々

か
ら
、
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
た
気
が
し
て
、

涙
が
出
て
き
ま
し
た
。
花
を
掴
ん
で
く
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
ま
だ
花
は
受
け
取
れ
な
い
（
つ
ま
り
終
わ
っ

て
な
い
）
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か…

。
波
が
海

中
に
い
る
方
々
の
手
の
よ
う
に
思
え
て
私
た
ち
の
側

に
届
か
な
い
む
な
し
さ
と
か…

。
色
々
と
感
じ
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
今
日
の
こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
（
30

代
） 

♦
事
実
を
知
る
こ
と
、
真
実
に
近
づ
こ
う
と
す
る
こ

と
、
そ
の
後
ど
う
行
動
す
る
か
？
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
行
動
さ
れ
て
き
た
「
長
生
炭
鉱
の
歴

史
に
刻
む
会
」
の
井
上
さ
ん
の
話
は
心
に
響
き
ま
し

た
。
こ
う
い
う
活
動
を
粘
り
強
く
継
続
さ
れ
て
き
た

熱
量
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
き
方
も
す
ば
ら
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
歴
史
を
正
し
く
知
る
こ
と
が
未
来
に
つ

な
が
り
ま
す
よ
ね
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
良
い

一
日
で
し
た
。
（
60
代
） 

♦
井
上
さ
ん
の
お
話
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
ア
シ

ス
タ
ン
ト
に
来
ら
れ
た
男
性
が
慰
霊
碑
の
前
の
草
取

り
を
さ
れ
た
り
、
掃
除
さ
れ
た
り
し
て
い
る
姿
を
見

て
、
日
常
の
活
動
の
一
端
を
見
た
想
い
で
す
。
草
刈

り
を
し
て
歩
き
や
す
く
し
て
下
さ
り
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
。
（
60
代
） 

♦
ち
ょ
っ
と
前
に
テ
レ
ビ
で
特
集
番
組
さ
れ
て
い
た
の

を
見
て
、
初
め
て
長
生
炭
鉱
の
こ
と
を
知
り
、
ち
ょ

う
ど
よ
い
機
会
を
得
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
長
年

活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
話
を
直
接
聞
け
た
の
も
良
か

っ
た
で
す
。
灰
色
の
海
の
中
、
突
き
出
て
い
る
２
本

の
ピ
ー
ヤ
は
亡
く
な
っ
た
方
が
出
口
を
求
め
て
い
る

手
の
様
に
見
え
ま
し
た
。
今
か
ら
自
分
が
出
来
る
こ

と
を
さ
が
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
、
と
り
あ
え
ず

賛
助
会
員
に
な
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
ら

か
の
形
で
こ
れ
か
ら
も
協
力
し
て
い
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
自
分
な
り
の
日
韓
友
好
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
（
60
代
） 

♦
知
り
た
か
っ
た
こ
と
知
れ
た
。
知
っ
た
こ
と
を
ど
う

次
に
つ
な
ぐ
の
か
？
自
分
の
中
で
消
化
し
伝
え
て
い

き
た
い
。
（
60
代
） 

♦
長
生
炭
鉱
を
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
今
年
坑
口
を

開
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ

Ｄ
や
井
上
さ
ん
の
話
に
感
動
し
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
タ

ー
に
登
録
し
ま
し
た
。
（
60
代
） 

♦
ア
ボ
ジ
は
海
の
底
、
ピ
ー
ヤ
掘
る
長
生
炭
鉱
。
「
遺
骨

発
掘
・
返
還
」
を
日
韓
政
府
の
共
同
事
業
ま
で
こ
ぎ

つ
け
ら
れ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
70
代
） 

♦
井
上
さ
ん
の
説
明
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
人
の

名
前
も
そ
の
人
の
人
生
も
、
よ
く
覚
え
て
い
て
す
ご

い
な
あ
ー
と
思
っ
た
。
長
生
炭
鉱
の
歴
史
、
ピ
ー

ヤ
、
坑
口
な
ど
色
々
見
ら
れ
た
こ
と
は
本
当
に
よ
か

っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
周
り
の
人
た
ち
に
も
知
ら
せ

て
い
き
た
い
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
、
で
し
た
。

追
悼
ひ
ろ
ば
、
献
花
を
し
た
時
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。
（
70
代
） 

♦
初
め
て
参
加
し
て
知
ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
（
70
代
） 

♦
平
和
な
日
本
を
守
り
続
け
る
た
め
に
、
全
国
各
地
で

戦
争
の
加
害
被
害
を
発
掘
し
て
、
二
度
と
後
戻
り
し

な
い
よ
う
に
努
力
が
必
要
と
思
っ
た
。
一
日
使
っ
て

の
分
科
会
で
し
っ
か
り
伝
わ
り
ま
し
た
。
（
70
代
） 

♦
真
実
を
知
る
・
求
め
る
・
追
及
す
る
・
広
め
る
大
切

さ
を
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
互
い
に
声
を
か
け
合
う

―

特
に
運
営
委
員
の
方
々
！―

中
に
あ
っ
て
、
と
て

も
有
意
義
で
元
気
を
頂
い
た
一
日

で
し
た
。
（
70
代
） 

♦
初
め
て
炭
鉱
の
話
を
聞
い
て
、
と

て
も
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
報
道
に
対
し
て

耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
。
（
70
代
） 
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今後の予定 

 ８月 17 日(土)  10:30～13:00 第５回運営委員会 

    14:00～17:00 BIYP 主催 バザーとコンサートと募金の集い（＠防府教会） 

 ９月 1 日(日) 19:00～ 真相究明ネットワーク事務局会議(web) 

 9 月 14 日(土) 10:30～13:00 第 6 回運営委員会 

10 月 26 日(土)   坑口開口集会 

11 月 23 日(土・休) 14:00～16:00 高麗博物館主催 企画展 

     井上洋子共同代表ライブトーク 

(7 月 4 日～1 月 26 日までの企画展にて「長生炭鉱」パネル展示) 
《同封物》 振替用紙 

クラウドファンディン

グのお願いチラシ 

値上げのお知らせ

なお、価格は変わりますが、セット販

ぜひお買い求め下さい！  

ご希望の方は事務局までお問い合わせください。 

フィールドワーク 
ハンドブック 

１冊 ２００円 

ハングル語版も 

あります 

7 月 25 日、水中洞窟探検家の伊左治佳孝さんが、ピーヤからの遺骨調査の可能性につい

ての現地調査のために 27 年ぶりにピーヤからの潜水調査を試みました。しかし、残念な

がら、この日は台風の余波の影響もあり、波が高く、ピーヤへ上るための足場設置が困難

な状況で、残念ながら、調査の延期を決断しました。この『たより』編集のタイミングもあ

り、今回の紙面ではご紹介できませんでしたが、次号にて結果報告させていただきます。  

※マスコミ報道が多数ありました。QR を読み込みにて、ホームページでご覧ください 
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前日に念入りに機材の相談をする伊左治さんと久保さん  

HPピーヤ調
査延期のQR 

HPピーヤ調
査前夜のQR 


